


■ビジョンの目的と位置づけ 

現在、日本では、総人口の減少及び少子化・高齢化が進行しており、特に地方圏においては、大

幅な人口減少と急速な少子化・高齢化が見込まれています。 

また、今後は全ての自治体が国から平等な支援を受けることや、フルセットの生活機能を整備す

ることは困難になると想定されます。 

定住自立圏構想は、一つひとつの自治体が枠を越えて連携し、圏域全体で経済発展や定住環境を

整備し、人口流出を防ぐとともに、圏域への新たな人の流れを創出することを目的に、構成市町が

有している豊かな地域資源を最大限に活用して連携・協力して、一体的に定住促進と地域活性化を

図ることで、住民が幸せを実感し、住みたい・住み続けたいと思える魅力ある圏域を形成するため

の取組みです。 

定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成20年総行応第39号）及び定住自立圏

形成協定（平成26年1月27日 大田原市（中心市）と1市6町（連携市町：那須塩原市・那須町・那珂

川町・棚倉町・矢祭町・塙町・大子町）で締結）に基づき、圏域が目指す将来像及びその実現のた

めに必要な具体的取組等を明らかにするものです。 

さらに、このビジョンは、協定に基づく具体的な取組の推進にあたり、総務省をはじめ、国の各

府省の支援の根拠となる計画です。 
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Ⅰ．八溝山周辺地域定住自立圏の経緯 

(1) 八溝山周辺地域定住自立圏の圏域形成の経緯 

八溝山周辺地域定住自立圏は、平成 23 年 10 月に総務省から講師を招聘した研修会を開催

し、活動をスタートしました。 

大田原市に隣接する自治体に参加を呼び掛けたところ、栃木県内のみならず福島県、茨城県

の三県にまたがりそびえる八溝山を取り囲んだ 6町（那須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙

町、大子町）の参加をいただきました。 

その後、担当部課長等による研究会を立ち上げ、先進事例の視察等を含め計 9回の研究会・

分科会を開催しました。 

平成 24年 6 月には那須塩原市の合流を経て、関係市町は 2市 6町となり、平成 25年 1 月に

関係 8市町長会議を開催、同年 3月 4日に大田原市議会本会議において、大田原市長が中心市

宣言を行いました。 

中心市宣言後は、八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会を設立するとともに分野別の 8つの

部会を設置し、定住自立圏形成協定の対象項目及び取組内容について協議を重ね、平成 25 年

12 月に構成する全ての市町の議会で協定締結議案の議決をいただき、平成 26 年 1 月 27 日に

開催した合同調印式において、大田原市と 1市 6町との間で八溝山周辺地域定住自立圏の形成

に関する協定を締結しました。 

これにより、全国で初めてとなる３県にまたがる定住自立圏域が形成されることになりまし

た。 

 

(2) 共生ビジョン策定の経緯 

定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成20年総行応第39号）及び定住

自立圏形成協定（平成26年1月27日）に基づき、圏域が目指す将来像及び、その実現のために

必要な具体的取組を明らかにするものです。 

①平成25年 3月 4日 大田原市が中心市宣言（中心市が定住自立圏の形成に向けて中心的な

役割を担う意思表明） 

②平成26年 1月27日 大田原市と那須塩原市・那須町・那珂川町・棚倉町・矢祭町・塙町・大

子町の間で、それぞれ1対1で協定を締結し、全国で初となる３県にまた

がる定住自立圏域が形成された。 

③平成26年 6月18日 第1回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

④平成26年 8月 7日 第2回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

⑤平成26年10月 2日 第3回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

⑥平成26年10月30日 八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会を開催し、八溝山周辺地域定住

自立圏共生ビジョンを策定 

 

※共生ビジョン懇談会：構成市町の民間や地域の関係者等で組織され、共生ビジョンの策定又は変更に

関すること、及び八溝山周辺地域定住自立圏の推進に関することについて協議

を行う。
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Ⅱ．八溝山周辺地域定住自立圏の基本的事項 

 

(1) 定住自立圏の名称 

八溝山周辺地域定住自立圏 

 

(2) 定住自立圏の構成市町  

 

(3) 定住自立圏共生ビジョンの期間 

  このビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的な取組の計画期間は、平成 31（2019）年度か

ら平成 35（2023）年度までの 5年間とし、毎年度所要の変更を行います。 

圏域を形成する市町の名称 栃木県 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町 

福島県 棚倉町、矢祭町、塙町 

茨城県 大子町 
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Ⅲ．圏域の現況と将来像 

(1) 八溝山周辺地域定住自立圏の現状 

八溝山周辺地域定住自立圏の圏域は、栃木県の北東部、福島県の南部、茨城県の北西部に位

置し、3県にまたがって八溝山を取り囲む清冽な水と豊富な緑に恵まれた地域です。 

この圏域は、那珂川、箒川、久慈川などの大河川が流域を潤す農業に適した地域であり、都

市機能の集積度が高いエリアや、国際的観光地としても名高いエリアが存在しています。 

また、圏域全体にわたり歴史的にも貴重な文化遺産が数多く存在し、八溝山や阿武隈山系の

山々が織りなす四季折々の景観に富んだ豊かな自然と関東地方の北部地域と東北地方の最南

端地域の多彩な文化が融合した地域でもあります。 

圏域内の総人口は 281,941 人（平成 27 年国勢調査）で、15 年前のピーク時 296,563 人（平

成 12 年国勢調査）と比較して 14,622 人減少しています。 

一方で、高齢化率は 27.5％（平成 27年）となり、15 年前の 19.4％（平成 12 年）と比較し

て 8.1 ポイントも上昇するなど、圏域全体において人口減少や高齢化が進んでいる状況にあ

り、近隣市町による従来の枠組にとらわれない新たな連携・協力により、人口減少対策をはじ

めとした圏域全体の行政機能の維持・向上を図る取組が必要となっています。 
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大 田 原 市 

 市  章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

75,457 人 

 28,753 世帯 

面  積 354.12 K ㎡ 

市の花 キク 

市の木 イチョウ 

市の鳥 ― 

 

■大田原市の概要 

 大田原市は、栃木県の北東部にあり、市の中西部は日本でも有数の鮎の漁獲量を誇る清流「那

珂川」と箒川に囲まれた、那須五峰から広がる那須野が原の扇状地にあたり、東部は八溝山系の

美しい山並が広がります。 

 日本三古碑の１つである国宝の「那須国造碑」などの多くの史跡が存在し、古代から住民が生

活してきた長い歴史をもち、江戸時代から受け継がれた城下町を礎として、現在は政治、経済、

文化などさまざまな分野において、栃木県北部の中心都市の役割を果たしています。 

■大田原市の魅力 

 源平合戦で有名な「那須与一」や俳聖「松尾芭蕉」ゆかりの地であり、由緒ある歴史的建造物

「雲岩寺」「那須神社」「大雄寺」のほか、水戸光圀公が調査を行った国宝「那須国造碑」や「侍

塚古墳」などの古代日本の史跡を有しています。 

また、広大な扇状地を活かして農業・畜産業が盛んに行われ、コシヒカリなどの優良な産地で

あるほか、うど・ネギ・梨・ニラ・和牛など多数のブランドが高い評価を受けています。 

イベントも盛んで、大田原４大祭りである「与一まつり」「大田原屋台まつり」「芭蕉の里くろ

ばね紫陽花まつり」「天狗王国まつり」は毎年多くの来場者で賑わい、日本陸上競技連盟公認大会

である「大田原マラソン」では、毎年全国から多くのランナーにご参加いただいています。 

 

(2)  構成市町の概要 

与一まつり 那須神社楼門 大田原屋台祭り 
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那 須 塩 原 市 

 市 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

117,146 人 

 45,608 世帯 

面積 592.74 K ㎡ 

市の花 ヤシオツツジ 

市の木 マツ 

市の鳥 ー 

 

■那須塩原市の概要 

 那須塩原市は、東京都から 150km 圏の栃木県の北部に位置しており、広大な那須野が原の北西

一帯を占めています。西部に高原山、北部に大佐飛山や那須連山の最高峰三本槍岳など、市の面

積の半分を占める山岳部があり、塩原温泉郷や板室温泉、三斗小屋温泉を有し、四季折々の多彩

な表情を持っています。南東部は、那珂川や箒川などにより形成された、緩やかな傾斜の複合扇

状地であり、扇央部には本州有数の酪農地帯、扇端部には田園地帯が広がっています。南西から

北東にかけて JR 東北新幹線、JR 宇都宮線、東北縦貫自動車道及び国道４号の幹線道が縦貫して

おり、那須塩原、黒磯、西那須野の各駅周辺を中心に市街地が広がっています。 

■那須塩原市の魅力 

 明治・大正時代に多くの文人が訪れ、1,200 年以上の歴史がある塩原温泉郷や「下野の薬湯」

と言われ、深い山間にたたずみ自然あふれる素朴な湯治の里として親しまれている板室温泉を始

め、「日本遺産」に認定された那須野が原開拓に関する明治貴族の歴史的遺産などを有します。 

 また、「生乳生産本州一のまち」としての地位を築いている酪農を始め、ほうれんそう・大根な

どの高原野菜や食味ランキングで「特Ａ」の評価を受けている銘柄もある水稲、夏から秋にかけ

て収穫される夏秋どりいちごなど、特色ある作物が生産されています。 

 那須野巻狩りまつりや那須塩原ハーフマラソンをはじめ、年間を通して開催される数々のイベ

ントには、毎年多くの方にご来場いただいています。 

 

117,812 117,146 
115,416

112,582
108,939

104,474

99,281

116,670 115,769 114,390 112,601 
110,740 

90,000

100,000

110,000

120,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（人） 那須塩原市【将来展望人口】

国勢調査 国立社会保障・人口問題研究所推計 将来展望人口

(H22年) (H27年） (H32年） (H37年) (H42年) (H47年) (H52年)

人口

塩原温泉 那須野巻狩まつり 旧青木家那須別邸 

- 8 -



                                   八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

 

那 須 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

24,919 人 

 8,564 世帯 

面積 372.34 ㎢ 

町の花 リンドウ 

町の木 ゴヨウマツ 

町の鳥 カッコウ 

 

■那須町の概要 

 栃木県の北部に位置し、東京都まで約 170 ㎞、県都宇都宮市まで約 60 ㎞の距離にあります。

北西部には、今なお噴煙を吐き続ける那須連峰の主峰、標高 1,915ｍの茶臼岳がそびえ、その南

斜面には、那須温泉郷、レジャー施設や別荘が点在する高原地域が広がるとともに、中央部の平

坦地には、ＪＲ黒田原駅周辺を中心とする市街地と首都圏農業の一翼を担う広大な農業地帯が形

成されています。 

■那須町の魅力 

 那須町には御用邸があり、御用邸用地の一部を一般開放された日光国立公園「那須平成の森」

に始まり、効能・泉質がそれぞれ異なる 8つの温泉地、レジャー施設や別荘地など「ロイヤルリ

ゾート那須」として広く知られています。八幡のミネザクラやツツジ、蓑沢のヒガンバナなど四

季折々の花々に彩られた美しい風景、国指定名勝の松尾芭蕉ゆかりの「遊行柳」や九尾の狐伝説

にまつわる「殺生石」のほか、数多くの名勝と文化財が残る歴史と趣のある町です。 

その「殺生石」で、毎年 5月下旬に開催される「御神火祭」は、無病息災と豊作を祈る行事で

す。九尾太鼓の演奏や狐面と白装束をまとった人々がとり行う松明行列は、見る者を魅了します。 

 また、自然豊かな環境のため、生乳やチーズなどの乳製品、那須和牛、コシヒカリなど特産品

が豊富にあります。美味しい那須の食材を使用したランチプレート（那須の内弁当、愛称：なす

べん）は町内の指定された店舗で食べることができます。  
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那 珂 川 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

16,964 人 

 5,831 世帯 

面積 192.78 ㎢ 

町の花 かたくり 

町の木 まつ 

町の鳥 うぐいす 

 

■那珂川町の概要 

 那珂川町は、栃木県の東北東に位置し、町の約 6割を山林が占め、町の中央を流れ、町名の由

来にもなっている「那珂川」は、那須岳山麓を源としており、天然鮎の遡上が多い川として有名

です。清らかな川の流れと、それを取り囲む自然豊かな里山が織りなす昔ながらの農村風景が広

がる町です。 

■那珂川町の魅力 

 古墳や史跡、伝統的な祭りのほか、馬頭温泉郷や馬頭広重美術館など、歴史・文化資源が豊富

です。那珂川流域には、河川に沿って数多くの文化遺産が存在します。特に那珂川と箒川が合流

する地域には、古墳時代には栃木県で最も古い時期に築造された駒形大塚古墳をはじめとして、

前方後方墳が狭い範囲に次々と築造されています。 

また、町の北部に位置する小砂地区は平成 25 年 10 月 4 日、「日本で最も美しい村」連合への

加盟を認められました。これは小砂地区の「里山に伝わる伝統の技 小砂焼きと菊炭」と「小砂里

山の芸術の森」の 2つの地域資源などが評価されたものです。同連合に加盟するのは栃木県内の

自治体・地域では初めて、関東地方でも 4番目となります。 

地域資源を活用した「温泉とらふぐ」や「八溝ししまる」、「里山ほんもろこ」など新たな特産

品も好評です。 
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棚 倉 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

14,295 人 

 4,753 世帯 

面積 159.93 ㎢ 

町の花 つつじ 

町の木 松 

町の鳥 ― 

 

■棚倉町の概要 

 棚倉町は、福島県中通りの南部に位置する城下町です。栃木県、茨城県に接する本町は、気候

も関東地方に似ており、一年を通して積雪の少ない、住みやすいまちです。 

面積の７割を森林が占める本町は、茨城県を経て、太平洋に注ぐ｢久慈川｣の源流域で、八溝山

をはじめ、豊かな自然が残ります。環境省の重要里地里山５００選にも名を連ね、春は、桜、新

緑が町を彩ります。農業も盛んで、米、イチゴ、ブルーベリーなど、季節ごとに美味しい農産物

が採れます。 

■棚倉町の魅力 

 本町には、棚倉城跡、赤館城跡など、歴史ある寺社仏閣が残っております。 

特に、神社については、格式の高い神社である一ノ宮が町内に二社あり、馬場都々古別神社、

八槻都々古別神社は、文化財としても注目されています。馬場都々古別神社は、本殿が国の重要

文化財に指定されており、東北地方では珍しい、桃山期の建築を今に伝えます。八槻都々古別神

社には、鎌倉時代から伝わる｢御田植｣が残り、国重要無形民俗文化財に指定されています。 

このほかにも、寺社仏閣、城下町らしい街並み、茶の文化に欠かせない｢お菓子｣屋が残る街並

みは、散策してみる価値があります。 

15,062 
14,295 

13,467
12,618

11,770
10,915

9,979

13,992 13,415 12,862 12,313 
11,712 

5,000

10,000

15,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（人） 棚倉町【将来展望人口】

国勢調査 国立社会保障・人口問題研究所推計 将来展望人口

(H22年) (H27年） (H32年） (H37年) (H42年)       (H47年)      (H52年)

人口
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矢 祭 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

5,950 人 

 1,921 世帯 

面積 118.27k ㎡ 

町の花 つつじ 

町の木 赤松 

町の鳥 山鳩 

 

■矢祭町の概要 

 矢祭町は、東北地方の最南端に位置し、東は阿武隈山系、西は八溝山系に囲まれ、久慈川沿岸

に開けた町です。 

 「奥久慈県立自然公園矢祭山」は、久慈川に架かるあゆのつり橋、夢想滝があり、４月には桜、

そして桜が終わる頃になると５万本にも及ぶ自生山つつじが花開き、山を美しく彩ります。矢祭

山の地名は、平安中期の永承６年（１０５１年）、源義家が奥州十二年戦争の凱旋の途中、この地

の美景を称賛し、背負っていた弓矢を岩窟に納めて戦勝報告の祭りを開き、武運長久を祈ったこ

とに由来します。 

■矢祭町の魅力 

豊かな自然風土に恵まれた環境が残され、毎年６月の第１日曜日に東北地方のトップを切っ

て鮎漁が解禁される「久慈川」や「東北の耶馬溪」と称されている「奥久慈県立自然公園矢祭

山」や散策路内に見事な四十八滝が連続する「滝川渓谷」、福島県天然記念物「戸津辺の桜」な

ど四季折々の景観が訪れる人を魅了しています。 
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塙 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

9,157 人 

 3,043 世帯 

面積 211.4 ㎢ 

町の花 ツツジ、ダリア 

町の木 スギ 

町の鳥 キジ 

 

■塙町の概要 

塙町は、福島県の南東部、阿武隈山系と八溝山系に囲まれた田園と山林のまちです。 

久慈川が町の中央を南北に流れ、その支流である渡瀬川、川上川の渓流とともに、町の豊かな自

然の象徴となっています。江戸時代は、天領として代官所が置かれ、明治以降はヒノキなど良質

な木材の産地として、また米を主体にこんにゃくの生産や畜産などを営む農業地域として知られ

ました。近年では、町の花としてダリア栽培が盛んで、内外への知名度も高まっています。道の

駅では、新鮮な地元農産物やそれらを原料にした加工品などが販売され、工業団地内には木材生

産企業や製造企業を擁し、農林業を基幹産業としつつ商工業も集積する町となっています。 

■塙町の魅力 

町の面積の８割が山林という、自然豊かな町です。春には風呂山公園のツツジや久慈川河川敷

の桜並木、夏には 80 年以上受け継がれている流灯花火大会や、秋にかけて町内のあちこちで美

しく咲き誇るダリアなどを目当てに、内外から多くの方が訪れています。古くから湯治場として

親しまれている湯岐温泉と、温泉宿泊施設湯遊ランドはなわ、平成１５年に整備された道の駅は

なわにも、多くの観光客が訪れます。山に囲まれ、清らかな水が流れ、美しい花々が咲く、山・

水・花のまちです。 
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大 子 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

18,053 人 

 

6,733 世帯 

面積 325.76k ㎡ 

町の花 茶 

町の木 ぶな 

町の鳥 オシドリ 

 

■大子町の概要 

 大子町は茨城県の北西部に位置し、北は八溝山系を境に福島県、西は栃木県に隣接しています。 

主要な交通網は、鉄道が町の中央を JR 水郡線が縦断し、道路は国道 118 号が縦断、国道 461

号が横断し、町の骨格となる道路を形成しています。町土の約 80%が八溝・阿武隈山系からなる

山地で、県内最高峰となる八溝山の標高は 1,022ｍ、平野部では中心市街地である町役場の地点

で標高 103ｍとなり、盆地の地形となっています。 

■大子町の魅力 

 大子町は、山あいかつ寒暖の差が大きい気候・風土から生み出される奥久慈しゃも、常陸大

黒、こんにゃくいも、奥久慈茶、奥久慈りんご、大子産米等優れた農林畜産物、加工品を有し

ています。 

また、日本三名瀑・国名勝の「袋田の滝」をはじめ、裏見の滝として有名な月待の滝、県内

唯一のやなや鮎釣りなどが盛んな久慈川、県内最高峰の八溝山、登山に人気の男体山、キャン

プ雑誌で東日本一位になったオートキャンプ場、袋田をはじめとした３つの温泉郷など大子町

特有の自然が生み出す茨城県内有数の観光地でもあります。 
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(3) 圏域人口の推移と見通し 

   圏域の人口（合計）は、2000 年（平成 12 年）まで増加していましたが、それ以降は、人口

減少に転じ、2015 年（平成 27 年）の国勢調査では、281,941 人（平成 12年人口の 95.1％）と

なっています。 

 国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計（平成 30 年 3月推計）によると、2025 年

には、258,036 人（平成 12 年人口の 87.0％）、2040 年には、214,351 人（平成 12 年人口の

72.3％）に減少するとみられています。 

 

○人口の推移と将来推計 

 

（単位：人） 

自 治 体 名 
2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

2040 年 

（H52 年） 

大 田 原 市 78,993 77,729 75,457 69,418 58,254 

那 須 塩 原 市 110,828 117,812 117,146 112,582 99,281 

那 須 町 27,027 26,765 24,919 22,037 17,008 

那 珂 川 町 20,999 18,446 16,964 14,052 10,096 

棚 倉 町 16,376 15,062 14,295 12,618 9,979 

矢 祭 町 7,062 6,348 5,950 5,121 4,027 

塙 町 11,296 9,884 9,157 7,932 6,237 

大 子 町 23,982 20,073 18,053 14,276 9,469 

合 計 296,563 292,119 281,941 258,036 214,351 

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注記：2025 年（平成 37 年度）以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値（H30.3 推計） 

   但し、棚倉町、矢祭町、塙町の推計値は、それぞれの町の人口ビジョン記載の数値    
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○高齢化率の推移と将来推計 

 
（単位：％） 

自 治 体 名 
2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

2040 年 

（H52 年） 

大 田 原 市 17.97 21.08 24.94 31.98 37.50 

那 須 塩 原 市 14.66 19.50 23.85 30.56 37.54 

那 須 町 21.95 28.29 34.57 44.77 52.56 

那 珂 川 町 25.27 29.19 34.01 43.77 51.94 

棚 倉 町 21.32 24.82 28.25 36.31 42.73 

矢 祭 町 28.26 33.16 35.13 43.39 44.45 

塙 町 25.81 31.23 33.91 40.27 44.09 

大 子 町 30.86 36.60 40.36 50.69 56.49 

圏 域 全 体 19.39 23.48 27.55 34.82 40.80 

出典：国勢調査結果（総務省統計局）から集計（65 歳以上人口÷総人口（不詳を含む）で算出） 

注記：2025 年（平成 37 年度）以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値（H30.3 推計） 

   但し、棚倉町、矢祭町、塙町の推計値は、それぞれの町の人口ビジョン記載の数値    

 

(4) 圏域の将来像 “持続的、魅力的で幸福感あふれる圏域づくりをめざして” 

地方分権の推進による権限強化の一方において、基礎自治体としての責任範囲が拡

大し、住民ニーズや行政が直面する課題はますます高度化していくことが予想されま

す。 

この圏域を構成する市町が「選択と集中」、「集約とネットワーク」の視点に立った

新しい広域連携のあり方に着目し、機能的な連携を図ることによって、個性的で創意

豊かな地域づくりを目指し、交流から定住に結びつく人口の確保を図りながら持続的、

魅力的で幸福感あふれる圏域づくりを進めていくことが求められています。 
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そのために構成市町は、互いの独自性を尊重しつつ機能の統合を図り、圏域を一体

的に捉えた効率的な経営を目指すことを第一義とし、圏域内住民のニーズの高度化・

多様化にも応えられる行政サービスを実現するため、各種の行政課題について、基礎

的かつ共通の取組を優先的に行い、より高度な圏域づくりに取り組むこととします。 

この圏域の結束による可能性を最大限に引き出すため、構成市町が相互に役割を分

担し、新しい地方圏を創出してまいります。 

 

○定住自立圏の取組の結果実現されるべき中長期的な将来の人口目標 

【 圏域人口 】                        （単位：人） 

2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

目標 

2040 年 

（H52 年） 

目標 

296,563 292,119 281,941 271,744 250,835 

 

【 圏域高齢化率 】                      （単位：％） 

2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

目標 

2040 年 

（H52 年） 

目標 

19.39 23.48 27.55 32.90 35.70 

 

 

(5) 中心市と連携市町との役割分担 

   中心市である大田原市は、圏域内住民が安全に安心して暮らし続けることができる

よう都市機能を充実させ、圏域内の魅力の向上及び活性化を図るため、持続可能な圏

域形成に努めるほか、中心市としての責任を全うするため、各種政策提案と事業化に

積極的に取り組みます。 

   連携市町の１市６町においては、中心市と連携を図りながら、持続的、魅力的で幸

福感あふれる圏域づくりに向け、生活機能の強化、結びつきやネットワークの強化、

圏域マネジメントの強化に努めます。 

   なお、連携事業における費用負担の考え方については、負担金方式により実施する

場合に限り、基本的な費用負担割合を大田原市については 44％とし、那須塩原市、那

須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙町、大子町については各 8％とします。ただし、

状況の変化に応じて、協議により適切な調整及び見直しを行います。 
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八溝山周辺地域定住自立圏ポータルサイト 

URL：http://yamizosan.jp/ 
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                                        八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

(1)協定項目一覧表 

（○：平成 26 年 1 月 17 日協定締結、※：取組み内容が一部異なるもの、－：未締結） 

視点 分野 協定項目 取組内容 

那

須

塩

原

市 

那

須

町 

那

珂

川

町 

棚

倉

町 

矢

祭

町 

塙

町 

大

子

町 

生

活

機

能

の

強

化 

保健 

医療 

地域医療ネットワ

ークの充実 

 医療を適切に切れ目なく提供できるよう

医療機関の役割分担と機能連携の強化、ネ

ットワーク化を促進し、広く地域医療ネッ

トワークの充実を図る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ - 

健康増進事業の推

進 

 健康増進に関する取組を圏域内の住民に

普及啓発し、健康増進事業の推進を図る。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

福祉 

子育て支援の充実 
 圏域内において、子育て支援の充実を図

るため、連携して事業を実施する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

介護予防の充実 
 介護予防に関する取組を圏域内の住民に

普及啓発し、介護予防事業の充実を図る。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

障害者（児）社会

参加の促進 

 障害者（児）の社会参加の促進を図るた

め、連携して支援事業を実施する。 
○ ○ ○ - - ○ ○ 

教育 

図書館の相互利用

の促進 

 圏域内の図書館サービスの充実を図ると

ともに利用者の増加及び利便性の向上に取

り組む。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

各種イベントの開

催 

 教育、文化、芸術等に関するイベント等

の情報の共有化に努め、連携して開催し、

住民の教養の向上を図るとともに交流を促

進する。 

○ ○ ○ ※ ※ ※ - 

※教育講演会等の

開催 

※教育講演会等を連携して開催するなど情

報の共有化に努め、住民の教養の向上を図

る。 

  

小中学校の情報通

信技術（ICT）環境

整備等の推進 

 圏域内の小中学校における情報通信技術

に関し、情報の共有化に努め、圏域内の児

童生徒の教育の質の向上を図るため、情報

通信技術の整備等の推進を図る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

産業 

振興 

広域観光の推進 

 圏域内に存在する観光資源の魅力を活か

した広域的な観光ルートの検討を行うとと

もに、情報発信等を行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

特産品の販路拡大 

 圏域内の特産品について、関係団体等と

連携し、情報共有を行い、圏域の特産品の

販売戦略を展開するとともに、地域ブラン

ド化の推進を図る。 

 また、道の駅の相互連携により、人や物

の交流の促進や圏域内の地産地消を推進す

る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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視点 分野 協定項目 取組内容 

那

須

塩

原

市 

那

須

町 

那

珂

川

町 

棚

倉

町 

矢

祭

町 

塙

町 

大

子

町 

生
活
機
能
の
強
化 

環境 

鳥獣害防止 
 有害鳥獣の捕獲等について、情報の共有

化を図り、鳥獣害防止に取り組む。 
○ ○ ○ - ○ - ○ 

耕作放棄地の解消 

 圏域内の耕作放棄地を調査するなど、新

規就農、営農再開、保全管理等それぞれの

状況に応じた支援を行い、耕作放棄地の解

消を目指す取組を連携して行う。 

○ - ○ - ○ ○ ○ 

電気自動車等の導

入促進 

 圏域内における循環型社会の構築に向

け、情報の共有化を図り、環境保全に関連

する活動に連携して取り組む。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

防災 

消防 

防災 

大規模災害時における相互応援体制を含

めた圏域内の防災体制の整備を図るため、

防災計画・防災訓練、備蓄計画・調達計画

等の情報を共有し、職員を対象とする合同

研修や訓練等を実施する。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消防 

 消防施設等の効率的な整備・運用を図る

ため、消防指令業務、消防救急無線デジタ

ル化等の統合に向けた整備等を行う。 

 また、大規模災害発生時における相互応

援体制を強化し、地域防災力の向上を図る。 

○ ○ ○ - - - ※ 

※隣接する区域の火災等における相互応援

体制を強化し、地域防災力の向上を図る。 

 

その他 

相談業務の充実 

 住民の利便性を向上するため法律相談及

び消費生活相談の充実を図る。 
○ ○ ○ - ※ - ○ 

※住民の利便性を向上するため法律相談の

充実を図る。 
  

情報発信システム

等の充実 

 圏域内の PRを主として圏域内外へ情報を

発信するため、情報発信システム等の整備

を推進するとともに情報の共有化に努め

る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

生活排水処理の 

推進の連携 

 生活排水処理、管理運営等の参考とする

ため、連携して情報の提供及び共有を図り、

検証、研究等を行う。 

○ ○ ○ - - ○ - 

一般廃棄物処理 

体制の確保 

 一般廃棄物処理の効果的な処理体制を確

保するため、処理業務を共同で実施する。 
○ ○ - - - - - 

（○：平成 26 年 1 月 17 日協定締結、※：取組み内容が一部異なるもの、－：未締結）  
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（○：平成 26 年 1 月 17 日協定締結、※：取組み内容が一部異なるもの、－：未締結） 

視点 分野 協定項目 取組内容 

那

須

塩

原

市 

那

須

町 

那

珂

川

町 

棚

倉

町 

矢

祭

町 

塙

町 

大

子

町 

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

地域公共交通 

圏域住民の移動手段の確保と利便性の向

上を図るため、地域公共交通の維持・確保

や交通手段の整備、多様な交通手段の検討、

実証、導入等を行う。 

○ ○ ○ - - - ○ 

インフラ整備に関する要望

活動等 

 圏域住民の利便性向上と物流機能向上の

ため、市町間を接続する幹線道路の整備促

進等について要望活動等を行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

圏域内の交流促進 

 地域の資源を活かしたイベント等を連携

して開催し、圏域住民の交流を促進する。 

 また、滞在型、体験型観光を促進すると

ともに、グリーンツーリズムを推進し、地

域経済の振興を図る。 

○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 

※地域の資源を活かしたイベント等を連携

して開催し、圏域住民の交流を促進する。 
  

文化、芸術等の連携 

 文化施設等において、魅力あるイベント、

企画展等の開催に連携して取り組む。 

 また、圏域内の文化財、史跡などを観光

資源として発信し、地域経済の振興を図る。 

○ ○ ○ 
※

１ 

※

１ 
○ 

※

２ 

※１文化財等の連携 
※１文化財、史跡等の情報を連携して発信

し、地域経済の振興を図る。 

  

※２各種イベント等の連携 

※２スポーツを通じ、交流を図るとともに、

各種イベントを開催し、地域経済の振興を

図る。 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化 

人材育成 

 圏域内市町職員の資質向上と職員間のネ

ットワークを強化するため、合同研修及び

人事交流を行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

外部からの人材確保 

 圏域内の資源等を活用するため、豊富な

知識・経験を有する専門家等を外部から招

聘する。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータシステムの 

共同利用等 

 圏域内においてコンピュータシステム等

の共同利用に向けて、情報の共有化に努め、

調査研究等を行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

地域人材の活用 

 圏域内において、様々な分野で知識や技

能を有する人材等や地域で活躍している団

体等の情報を共有し、地域人材の活用を図

る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

- 22 -



                                   八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組

- 23 -



八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン

１．協定の体系図

大

田

原

那

須

塩

原

那

須

那

珂

川

棚

倉

矢

祭
塙

大

子

福 祉

産 業 振 興

環 境

防 災 消 防

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

視点 政策分野 事業名

〇 〇

〇 〇

〇 〇

那須地区夜間急患診療所運営事業

在宅当番医制事業

二次救急医療体制確保事業

関係市町

保 健 医 療 〇

〇

〇

防災研修会等実施事業

災害時の応援協定締結に伴う

避難所等整備事業

教育講演会等実施事業

保育所広域入所実施事業

介護予防推進事業

障害者（児）社会参加促進事業

ドクターヘリの導入・運航

に関する要望活動事業

広域観光推進事業

観光拠点施設整備事業

圏域内特産品販路拡大事業

有害鳥獣等対策事業

電気自動車等導入促進事業

健康増進事業

子育て支援事業

〇 〇 〇 〇

〇

生

活

機

能

の

強

化 小中学校ICT環境整備事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教 育

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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大

田

原

那

須

塩

原

那

須

那

珂

川

棚

倉

矢

祭
塙

大

子

地域公共交通 広域的な地域公共交通の研究 〇 〇 〇

視点 政策分野 事業名

関係市町

〇 〇

そ の 他 無料法律相談実施事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

圏域内の

交流促進
交流イベント等実施事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インフラ整備
道路インフラ整備促進

要望活動事業
〇 〇 〇

〇 〇 〇

結婚促進対策事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スポーツイベント等実施事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歴史・文化・芸術企画展等

実施事業
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

圏

域

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

能

力

の

強

化

人材育成 職員研修実施事業 〇 〇 〇 〇 〇

結

び

つ

き

や

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

強

化

外部人材等派遣事業 〇 〇 〇 〇 〇

文化、芸術等の

連携

グリーンツーリズム推進事業 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

外部人材確保

職員交流実施事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

コンピューター

システムの共同

利用

共同クラウドシステムの研究 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇

八溝Wi-Fiアクセスポイント

整備に向けた研究事業
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

消費生活相談実施事業 〇 〇 〇 〇 〇

〇

ポータルサイト構築・運営事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

生

活

機

能

の

強

化

各市町広報誌への相互掲載事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

消費生活センターの共同利用 〇 〇
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  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

２．定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組 

 

(1) 生活機能の強化に係る政策分野 

 

ア 保健・医療 

 

○現状と課題 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１健康長寿 効果的な予防サービスや健康管理の充実により、健やかに生活し、長寿を迎えることができること。 

※２ライフステージ 幼年期、少年期、青年期、壮年期、老年期など生涯を段階区分した人生の各段階 

  

圏域内の地域医療については、それぞれの県における医療圏、広域行政圏において、医療体制が

整備されており、従来の制度により夜間急患診療所運営事業や在宅当番医制事業などが実施されて

います。 

しかし、地域によっては、医師不足や慢性的な看護師不足が生じているなど、それぞれの自治体

だけでは解決できない課題が山積しています。 

圏域内における健康づくりに関連する事業については、各市町において健康長寿※1 のまちづく

りに取り組んでおり、生活習慣病予防対策を中長期的視点でとらえ、子どもから高齢者までライフ

ステージ※２に合った支援体制を構築しています。 

また、集団検診の受診率向上を図り、早期発見・早期治療を中心に健康づくりを展開しています。 

 

ドクターヘリ（栃木県） 幸齢者スクール ドクターカー 

切れ目のない医療を適切に提供できるよう、各医療機関、県と連携、協力し、圏域住民が身近な

ところで安心して、良質な医療が受けられるよう地域医療の充実に向け連携を図ります。 

健康づくりについては、生活習慣病予防対策に重点を置き、圏域内住民がいきいきと、自立した

生活を送ることができるよう圏域全体で連携し、「活動的な高齢者」を目指すことができるよう健

康長寿の地域づくりに取り組みます。 

また、圏域内の救急医療ネットワークの充実を図り、救える命を確実に救う体制を強化するため、

栃木県、福島県、茨城県の三県に対し、２機目となるドクターヘリの導入・運航に関する要望活動

を行います。 
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① 地域医療ネットワークの充実 

事業名 那須地区夜間急患診療所運営事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町 

 事業概要 

那須郡市医師会、薬剤師会の協力を得て、夜間の比較的軽度な内科・小児科の救

急診療を行う「那須地区夜間急患診療所」を運営する。 

（設置者は那須地区広域行政事務組合） 

事業効果 

夜間の初期救急医療体制を確保することにより、比較的軽度な患者の診療体制が

充実し、地域住民に安心した生活を提供することができる。 

また、二次救急医療機関の負担の軽減が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

11,450 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 11,450 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

那須地区夜間急患診療所

参加医療機関数 
66 か所（平成 30 年度） 66 か所（平成 35 年度） 

中心市の役割 那須地区広域行政事務組合を通じ協議した負担割合に従い、診療所運営事業に必

要な経費を負担する。  連携市町の役割 

 

 

事業名 在宅当番医制事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町 

事業概要 
休日における初期救急医療体制を確保するため、那須地区広域行政事務組合を通

じ、在宅当番医の調整業務を那須郡市医師会に委託する。 

事業効果 

休日の初期救急医療体制を確保することにより、比較的軽度な患者の診療体制が

充実し、地域住民に安心した生活を提供することができる。 

また、二次救急医療機関の負担の軽減が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

4,044 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 4,044 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

在宅当番医参加医療機関

数 
66 か所（平成 30 年度） 66 か所（平成 35 年度） 

特定財源等 なし 

中心市の役割 那須地区広域行政事務組合を通じ協議した負担割合に従い、在宅当番医制事業に

必要な経費を負担する。 連携市町の役割 
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事業名 二次救急医療体制確保事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町 

 事業概要 

 

那須地区広域行政事務組合を通じ、二次救急医療（小児二次救急医療を含む）を

輪番制により行っている医療機関に対し、運営費補助及び設備整備に要する経費の

一部補助を行う。 

事業効果 
二次救急医療体制を充実させることにより、地域住民に安心した生活を提供する

ことができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

39,987 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 39,987 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

二次救急医療施設数 4 施設 4 施設 

小児救急医療支援病院数 3 施設 3 施設 

中心市の役割  那須地区広域行政事務組合を通じ協議した負担割合に従い、二次救急医療体制の

確保に必要な経費を関係市町で負担する。 連携市町の役割 

 

 

事業名 ドクターヘリの導入・運航に関する要望活動事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

栃木県、福島県、茨城県の三県に対し、２機目となるドクターヘリの導入・運航

に関する要望活動を行う。 

〇ドクターヘリの導入・運航に向けた気運を高めるための講演会等の開催 

事業効果 
圏域内の医療体制の充実が図られ、圏域住民が安全に安心して暮らし続けること

ができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

380 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 380 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

講演会の開催（年 1 回） 未実施 累計 5 回 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 連携事業について住民に周知する。また、研修会実施時に市町職員を参加させる。 
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② 健康増進事業の推進 

事業名 健康増進事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

生活習慣病予防対策を中長期的視野でとらえ、子どもから高齢者までライフステ

ージに合った支援体制を構築する。 

○ウォーキングイベントの開催 

○健康セミナーの開催 

○健康政策の情報共有、研修会の実施 

事業効果 圏域住民の健康増進に資するとともに医療費の抑制が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

健康セミナーの参加者数 2,102 人（平成 30 年度） 2,250 人（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 連携事業について住民に周知する。また、研修会実施時に市町職員を参加させる。 

 

健康増進事業（運動教室） 

ドクターヘリの導入・運航に関する要望活動 

- 29 -



  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

イ 福祉 

 

○現状と課題 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ファミリーサポートセンター事業 

 「子育ての手助けをしてほしい方 」と「子育ての手伝いをした

い方」が会員ととなり助け合う組織（制度）。保育園等への送迎

や冠婚葬祭など、 一時的に子どもを預けることができる。 

 

 

 

子育ての環境については、共働き世帯の増加、就労形態の変化、核家族化の進行などにより、子育

てに関するニーズが多様化している中で、各市町とも家庭での子育てを基本としながらも、保育サー

ビスの充実を図り、地域社会における子育て支援サービスであるファミリーサポートセンター事業※

１を実施しています。 

 また、子育て世代への経済的支援として、こども医療費の助成や保育料軽減などに取り組んでいま

す。 

 高齢者福祉に関しては、ひとり暮らしの高齢者の増加に伴い、高齢者を地域で支えあい、高齢期を

安心して過ごせることができるような地域づくりに取り組んでいますが、今後も高齢者が増えること

は確実なため、更なる高齢者福祉の充実が求められています。 

 障害者福祉に関しては、在宅障害者の生活支援や社会参加の機会を確保することを目的としたスポ

ーツ、文化活動等を支援しています。 

地域社会における子育て支援サービスであるファミリーサポートセンター事業の充実に取り組む

とともに、会員（依頼、提供）増加に向けた取組を行います。 

そのほか、子育てに関する支援体制について、情報の共有を行い、圏域住民のニーズにあった事業

を実施します。 

高齢者福祉に関しては、介護予防に重点を置き、高齢者が住み慣れた地域で、生きがいと誇りをも

って暮らせる地域づくりに取り組んでいきます。具体的な取組として、国際医療福祉大学との連携事

業である「幸齢者スクール」を中心に事業の充実を図っていきます。 

障害者福祉に関しては、社会参加の促進に向けた取組を連携して実施します。 

障害者一人ひとりに適した一般就労、福祉的就労への支援を行うとともに、ハローワーク等の関係

機関と連携し、雇用機会の拡大に取り組みます。 

また、スポーツ、文化活動等への参加機会の確保を図っていきます。 
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※研修会の経費は大田原市が負担する。その他経費が発生する場合は連携市町と協議の上決定する。 

① 子育て支援の充実 

事業名 子育て支援事業 

関係市町名 全市町 

 事業概要 

 

育児に関する不安や負担を軽減する取組として、各市町において、ファミリーサ

ポートセンター事業、子育て支援センター事業、一時保育事業等を実施している。 

〇子育て支援に関する情報の共有、利用率向上に向けた広報活動の実施 

〇子育て支援事業従事者養成講座の開催 

事業効果 
子育て支援体制を充実させることにより、地域で安心して出産、育児ができる環

境が整い、人口減少対策として期待できる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

177,342 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 177,342 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内ファミリーサポー

トセンター利用件数 

2,707 件 

（平成 29 年度） 

2,800 件 

（平成 35 年度） 

圏域内ファミリーサポー

トセンター会員数 

875 人 

（平成 29 年度） 

900 人 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 保育士、相談員等の能力向上に資する研修会を実施する。 

連携市町の役割 研修会を除く事業の運営、経費負担は各市町で行う。 

事業名 保育所広域入所実施事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町 

事業概要 
他市町に勤務している等の理由により、住所地以外の保育所等への広域入所を希

望する保護者の入園申込みについて、制度に基づき実施する。 

事業効果 
保護者の仕事と育児の両立が図られ、子育てに対する不安が解消されるととも

に、利用者の利便性が向上する。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

132,975 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 132,975 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

中心市における広域入所

受委託児童数 

受託 20 人（平成 29 年度） 

委託 16 人（平成 29 年度） 

受託 20 人 

委託 16 人 

中心市の役割 
子ども子育て支援法に基づき事業を行う。 

連携市町の役割 
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※経費は大田原市が負担する。（連携市町の経費負担なし） 

 

 

② 介護予防の充実 

事業名 介護予防推進事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

大田原市が介護予防事業の一環として取り組んでいる「幸齢者スクール」を圏域

内住民へ拡大する。 

 また、介護予防担当者の情報共有、連絡会等を開催する。 

○医療福祉講演会の開催 

○医療福祉体験学習の実施 

○介護予防担当者連絡会の実施 

事業効果 
住民が生涯にわたり、いきいきと自分らしく住み慣れた地域で暮らすことができ

る。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

600 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 600 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

幸齢者スクール体験型学

習参加者数 

95 人 

（平成 29 年度） 

100 人 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 国際医療福祉大学との共催により幸齢者スクールを実施する。 

連携市町の役割 幸齢者スクールを住民に周知する。 

高齢者スクール 幸齢者スクール 
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③ 障害者（児）社会参加の促進 

事業名 障害者（児）社会参加促進事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、塙町、大子町 

事業概要 

地域における在宅障害者の生活支援や社会参加の機会確保のため、障害者の需要

に応じた事業を連携して行う。 

○スポーツ、文化、レクリエーション活動の参加と普及啓発 

○手話講座の開催 

○コミュニケーション支援のための人材育成 

○大田原市・那須塩原市・那須町身体障害者福祉会及び大田原市・那須塩原市・那

須町知的障害者育成会が実施する事業 

事業効果 

手話講座等の開催により他人とのコミュニケーションを容易にとることができ、

スポーツ活動等に参加することにより他人との交流ができ、自立に向けた支援を行

うことができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

6,058 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 6,058 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

那須地区障害者（児）ス

ポーツレクリエーション

大会参加者数 

85 人（平成 30 年度） 90 人（平成 35 年度） 

中心市の役割 
今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 

※既存の大田原市・那須塩原市・那須町身体障害者福祉会、大田原市・那須塩原市・那須町知的障害者育成会の事業及

び負担金については、別に協議する。 
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ウ 教育 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

小中学校教育課程において、高度情報化時代に対応できる能力を習得するため、各市町で定期的に

パソコン教室内の機器類の更新など情報機器の整備と情報教育を行っています。圏域内では、各市町

の小中学校へのタブレット型パソコン等の導入が進んでいます。 

これは、学校でＩＣＴを活用することで授業の双方向性が高まり、児童・生徒の主体性、学習に対

する関心、意欲を高める効果を期待し、学力向上につなげることを目的としています。 

 その一方で、情報教育だけにとらわれず、自分の意見を自分の言葉で話す力、自ら考える力、コミ

ュニケーション能力を育むための教育も並行して行わなければなりません。そのための手段として、

読書に親しむ環境整備を行っています。圏域内の市町においては、子どもの読書活動推進計画（大田

原市、那須塩原市、那須町）あるいは、読書の街（まち）宣言（矢祭町、大子町）により、子どもた

ちが読書に親しみ、読む習慣を身に付けられるよう取り組んでいます。 

 今後、少子化・高齢化の進展が見込まれている現状において、学校規模が縮小するとともに、子ど

もたちと地域の交流をする機会も少なくなることが懸念されることから、圏域全体で子どもたちを教

え、育てる環境を整備し、児童・生徒が、これからの社会において必要となる「生きる力」を育むた

めに必要な手立てを講じる必要があります。 

学校教育においては、豊かな人間性や社会性を培うとともに、自ら学ぶ意欲を引き出し、基礎学力

の向上を図ります。 

生涯にわたる人間形成の基礎を培うために、圏域内で情報共有、意見交換を行い、時代のニーズを

先取りした教育のあり方を模索しながら、八溝の風土に根差した教育の質の向上に努めます。 

タブレット端末を利用した授業 教育講演会等実施事業（発達支援セミナー） 
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① 各種イベント等の開催 

事業名 教育講演会等実施事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙町 

事業概要 

著名な講師を招聘し、教育講演会を開催する。 

○講演対象：教職員（幼稚園、保育園含む）、保護者、住民 

      ※内容によっては児童生徒 

○講演内容：発達障害等に関する講演会を開催する。 

事業効果 地域全体で青少年の健全育成を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

250 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 250 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

発達支援セミナー収容定

員に対する聴講者数 
111％（平成 29 年度） 95％（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 教育講演会開催について、住民に周知するとともに経費の一部を負担する。 

 

 

② 小中学校の情報通信技術（ICT）環境整備等の推進 

事業名 小中学校 ICT 環境整備事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 
小中学校教育における情報通信機器に関する整備について、連携して取り組む。 

○タブレット端末、電子黒板、パソコン教室整備に関する意見交換会の実施 

事業効果 

学校教育において ICT を活用することにより、授業の双方向性が高まり、児童・

生徒の主体性、学習に対する関心、意欲や知識・理解を高めるなどの効果が期待で

き、学力の向上が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

406,320 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 406,320 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内授業用タブレット

端末整備小中学校数 
90 校（平成 30 年度） 90 校（平成 35 年度） 

中心市の役割 
小中学校 ICT 環境整備に係る経費については各市町で負担する。 

連携市町の役割 
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エ 産業振興 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

圏域内に存在する観光資源の魅力を活かした広域的な観光ルート等の検討を行うとともに、圏域内

の特産品について、道の駅を活用するなど関係団体等と連携し、人と物の交流促進を図るとともに情

報発信力の強化に取り組みます。 

また、圏域全体で特産品の販売戦略、６次産業化、地域ブランド化、地産地消の推進に向けた調査・

研究に取り組みます。 

圏域内の農業については、平坦な農地から標高 1,000ｍを超える高冷地まで、地域の特性を活かし

た農業が展開されるとともに、那珂川や久慈川の豊富な水資源に恵まれ、多種多様で高品質な農産物

が生産されています。 

林業については、森林面積が約 150 万 ha で圏域全体の 66％を占め、八溝山を中心に人工林が占め

ています。地元産材の地産地消と林業の活性化のため、補助金等により木材需要拡大事業を実施して

います。 

商業と観光については、全国的に有名な日光国立公園那須甲子・塩原地域に商業、観光施設が集積

し、多くの観光入込客があります。 

そのほかにも歴史文化施設、温泉施設、豊かな自然が圏域全体に存在します。 

これらの産業振興については、各市町が自ら保有する地域資源、特産品を観光資源として、その魅

力などの情報を発信し、観光の推進を図っています。 

農業、林業については、全国的な就業人口の高齢化と後継者不足が叫ばれる中、この圏域も例外で

はなく、各市町において関係機関等と更なる連携・活動の強化が必要です。 

農業、林業、商業、観光など産業全体について、広域的な連携を図り、情報発信力の強化を図る必

要があります。 

各市町の観光パンフレット イベント等への相互出展 

（大田原市産業文化祭） 

 

 

八溝山 
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① 広域観光の推進 

事業名 広域観光推進事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

各市町が有する地域資源、特産品を観光資源として、その魅力を再発見するとと

もに、観光団体等と協力し情報発信を行う。 

○各市町で開催されるイベント等への相互出展 

○スマートフォンのアプリケーション等を活用した観光情報発信事業 

○地域資源発掘調査など、圏域内の回遊プランの作成を行い、ホームページやパン

フレット等で情報発信を行う。 

事業効果 
観光入込者数の増やリピーターの増が見込めるほか、観光業、農林水産業などの

振興につながり、地域経済活性化を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

2,585 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 2,585 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内観光客入込数 2,074 万人（平成 29 年度） 2,376 万人（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 本事業の調査業務に協力するとともに、経費の一部を負担する。 

事業名 観光拠点施設整備事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 
各市町の観光拠点施設となる道の駅、温泉施設、駅舎周辺などの公共施設につ

いて、今後予定している様々な観光分野の連携に向け修繕等を行う。 

事業効果 
老朽化が著しい公共施設の修繕を図ることにより、利用者の増加が期待できる

とともに利便性の向上が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

179,558 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 179,558 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内観光客入込数 2,074 万人（平成 29 年度） 2,376 万人（平成 35 年度） 

中心市の役割 
施設修繕に係る経費については各市町で負担する 

連携市町の役割 
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② 特産品の販路拡大 

事業名 圏域内特産品販路拡大事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

圏域内の特産品について、関係団体等と連携して販路拡大に取り組む。 

○特産品をメインとしたイベントの実施 

○道の駅合同観光物産展の開催（道の駅の相互連携） 

○自慢のおにぎり商品化事業 

○農産物、特産品ブランド化に関する情報・意見交換会の開催 

○アグリフード EXPO 東京への出店 

○スタンプラリーの実施 

事業効果 地場産業を育成、活性化することにより、雇用創出を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

4,712 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 4,712 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内イベント相互出展

店舗数 
7 店舗（平成 29 年度） 

累計 30 店舗 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全体を総括する。 

連携市町の役割 事業に協力するとともに、事業実施に係る経費の一部を負担する。 

広域観光推進事業（フォトコンテスト） 

 

圏域内特産品販路拡大事業（スタンプラリー） 
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オ 環境 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

鳥獣被害防止に向け、従来の防護柵等の設置や有害駆除に加え、里山林の整備を行うなど、被害

を受けにくい環境整備や地域の実情にあった効果的な対策に連携して取り組みます。 

 

地球温暖化対策の一環として、低炭素社会の実現に向けた電気自動車（ＥＶ）等の普及について

情報共有を図るとともに公用車としての導入を行っていきます。 

電気柵設置研修会の様子 耕作放棄地（大田原市） 

電気自動車（那須塩原市） 

電気自動車（大田原市） 

八溝山を取り囲む中山間地域では、イノシシやハクビシンによる農作物への被害が深刻化し、耕作

放棄地の増加の一因となっているため、有効な対策を講じることが必要ですが、狩猟者の高齢化とと

もに狩猟者数の減少が続いています。 
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※有害鳥獣駆除機器の購入については、必要台数を各市町で負担する。 

 

① 鳥獣害防止 

事業名 有害鳥獣等対策事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、矢祭町、大子町 

事業概要 

農林水産物の被害軽減のため、有害鳥獣対策を連携して実施する。 

○有害鳥獣駆除機器の購入 

○有害鳥獣対策の意見交換、情報共有及び研修会の実施 

事業効果 
有害鳥獣対策に連携して取り組むことにより、駆除を効果的、効率的に実施する

ことができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

42 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 42 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

意見交換・研修会開催回数 1 回（平成 30 年度） 累計 10 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 
今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 

② 電気自動車等の導入促進 

事業名 電気自動車等導入促進事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

圏域内における低炭素社会の実現に向け、電気自動車等の公用車としての導入を

促進する。 

○電気自動車（ＥＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）の公用車として

の導入  

○急速充電器設置工事  

○圏域内の急速充電器のマップ作成 

事業効果 
環境負荷の低減が期待されるとともに、圏域内住民の地球温暖化及び新エネルギ

ーの活用に対する意識の高揚が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

2,989 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 2,989 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内 EV、PHV 公用車

導入台数 
12 台（平成 30 年度） 17 台（平成 35 年度） 

中心市の役割 
今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 

※電気自動車等の購入については、各市町で負担する。 
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カ 防災・消防 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災士養成講座 「災害図上訓練（DIG）」 

 圏域内における防災関連事業については、各市町で策定した防災計画に基づき、物資や資機材の備

蓄、調達体制の整備や防災訓練が実施されています。 

 また、圏域内の一部の地域においては、消防施設等の効率的な整備・運用を図るため、消防指令業

務、消防救急無線デジタル化等の統合に向けた整備を共同で行っています。 

 今後、これらの防災・消防に関する取組について、圏域全体で情報や課題を共有し、地域防災力の

向上を図る必要があります。 

 圏域全体で防災・消防に関する情報や課題を共有し、合同研修会等を実施するとともに、隣接する

区域の火災等における相互応援体制強化や大規模災害時の相互応援など、地域防災力の向上を図りま

す。 

総合防災訓練（大田原市） 

防災講演会（塙町会場） 防災講演会（大田原市会場） 
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① 防災 

事業名 防災研修会等実施事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

地域防災力強化のための事業を実施する。 

○防災研修会、防災講習会を実施する。 

○市町職員の合同防災研修の実施 

○地域防災リーダーとなる防災士を養成し、資格取得後の研修会を実施する。 

事業効果 
地震、火災、風水害等への住民の防災意識の向上を図る、地域防災リーダーを育

成することにより、地域防災力の向上を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

250 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 250 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

防災研修会参加者数 
543 人 

（平成 29 年度） 

累計 2,500 人 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 講習会、研修会等を企画し実施する。 

連携市町の役割 講習会、研修会等開催について、住民に周知するとともに経費の一部を負担する。 

事業名 災害時の応援協定締結に伴う避難所等整備事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

災害時の応援協定を締結し、備蓄、避難所等の整備を行う。 

○災害時における食糧、飲料水等の生活必需品、災害復旧に必要な資機材を備蓄す

るよう、広域備蓄計画を策定する。 

○大規模災害時を想定した広域一時滞在について、情報を共有するとともに避難場

所として指定されている公共施設等の整備を充実させる。 

事業効果 

備蓄品の情報を共有することにより、圏域内で効率的な備蓄体制が整備できる。 

また、災害発生時における職員派遣が必要な場合の相互応援を迅速に行うことが

できる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

129,993 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 129,993 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

広域備蓄体制の構築 － 構築する 

中心市の役割 国、県と調整を図りながら広域備蓄計画を策定する。 

連携市町の役割 広域備蓄計画策定に協力する。 

※備蓄に係る経費は当面、各市町で負担することとし、共同購入等について検討する。また、避難所の整備（修繕）に

係る経費も各市町で負担する。 
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キ その他 

 

 

 

① 相談業務の充実 

事業名 無料法律相談実施事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、矢祭町、大子町 

事業概要 弁護士会に委託し、住民を対象とした無料法律相談業務を実施する。 

事業効果 住民が抱える法的な問題に対する不安を解消することができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

1,211 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 1,211 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

広域無料法律相談  相談

者数 
142 人（平成 29 年度） 150 人（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 法律相談の開催について、住民に周知する。 

事業名 消費生活相談実施事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、大子町 

事業概要 

消費生活相談業務を充実させるために事業を連携して実施する。 

○消費生活相談員の研修会の実施 

○消費生活センター業務案内及び特殊詐欺被害等防止啓発に関するパンフレット

の共同作成 

事業効果 消費生活相談員の資質を向上させ、消費者被害等の防止が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

消費生活相談員の研修会

参加者数 
8 人（平成 30 年度） 累計 30 人 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 
担当職員、消費生活相談員を研修会に参加させるとともに、事業実施に係る経費

の一部を負担する。 
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事業名 消費生活センターの共同利用 

関係市町名 大田原市、那珂川町 

事業概要 
大田原市が設置している消費生活センターを那珂川町の住民が利用できるよう

協定を締結する。 

事業効果 
那珂川町は大田原市に消費生活相談業務を委託することにより、事務の効率化が

図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

12,226 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 12,226 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

那珂川町住民の大田原市

消費生活相談センターで

の相談件数 

51 件 

（平成 29 年度） 

累計 250 件 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 那珂川町民の消費生活相談を受け付ける。 

連携市町の役割 大田原市消費生活センターの運営に係る経費の一部を負担する。 

 

 

② 情報発信システム等の充実 

事業名 ポータルサイト構築・運営事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

圏域の情報を住民や来訪者に発信するため、各市町の公式ホームページとは別に

八溝山周辺地域定住自立圏のホームページ（ポータルサイト）を立ち上げ、広く情

報を発信する。 

事業効果 
各市町のイベント情報、定住施策のほか八溝山周辺地域定住自立圏で取り組む事

業の紹介を発信することで、交流人口の増加を見込むことができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

500 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 500 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

ポータルサイトページア

クセス数 

113,001 件 

（平成 29 年度） 

累計 50 万件 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 本事業の運営に協力するとともに、経費の一部を負担する。 
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事業名 各市町広報誌への相互掲載事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

各市町のイベント、災害、防犯など生活に密着する情報について、相互に情報提

供・広報誌への掲載を行う。 

 情報の掲載に関する判断は提供を受けた各市町が行う。 

事業効果 圏域内での情報発信強化、及び圏域内交流人口の増加が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

広報誌への相互掲載体制

の確立 
－ 

体制の確立 

（平成 32 年度） 

中心市の役割  連携市町から提供を受けた情報を、他の連携市町へ提供する。 

連携市町の役割 
 掲載希望の情報を事務局に提供する。事務局から提供された情報を広報等に掲載

する。 

八溝山周辺地域定住自立圏ポータルサイト 
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（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 

ア 地域公共交通 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

※１ デマンドバス（タクシー）／予約制の乗合交通手段。利用者が予約を入れワゴン車両（一部タクシー）により、 

決められた区域内で運行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田原市営バス 大田原市デマンドタクシー 

圏域内住民の自家用自動車への依存が大きい一方で、公共交通の利用者は年々減少傾向にある地域

もあり、バス事業の収支率をみると、その多くが不採算路線となり、バス路線の維持に係る公費負担

が年々増加している状況にあります。 

一方では、高齢者を取り巻く環境の中で、高齢者ドライバーの事故防止策の一つとして、高齢者の

足の確保が課題となっており、地域によっては、実情に合った運行形態として、デマンドバス（タク

シー）※１を導入し、交通弱者の足の確保に努めているところであります。 

 しかし、圏域内においては、各市町に地域公共交通会議が設置され、市町内の公共交通の整備が進

められる一方で、県境、市町境を越えた検証、検討等が行われていない現状にあります。 

圏域内住民の移動手段の確保と利便性の向上を図るため、地域公共交通の維持・確保や整備など、

県境、市町境を越えた運行可能な形態の検証、検討を行う必要があることから、それぞれの県境、市

町境における地域公共交通について調査研究等を行います。 

 特に、バス事業については、路線バスの近隣市町への相互乗り入れや、市町間における路線バスの

乗り継ぎの強化などが喫緊の課題となっていることから、運行可能な形態の検証、検討を行っていき

ます。 

- 46 -



  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

 

 

 

① 地域公共交通 

事業名 広域的な地域公共交通の研究 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、大子町 

事業概要 

地域公共交通（生活路線）の維持・確保や整備など、運行可能な形態の検証・検

討を行う。 

○路線バスの相互乗り入れ、市町間における路線バスの乗り継ぎの強化など、運行

可能な形態の検証と検討を行う。 

事業効果 
広域的に地域公共交通を検討することで、通勤・通学・通院等の利便性が向上し、

地域公共交通の活性化が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 0 0 0 0 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

関係市町の市町間乗り入

れ路線数 
18 路線（平成 30 年度） 20 路線 

中心市の役割 
今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 
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イ インフラ整備に関する要望活動等 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイパス開通式 県への要望活動 

本圏域は、八溝山を取り囲む地域であり、圏域住民の利便性を向上し、交流を活性化させ、自立し

た圏域を形成するためには、市町間を接続する幹線道路のインフラ整備が不可欠です。 

圏域住民の利便性と物流機能の向上を図るとともに圏域住民の交流を活性化させ、自立した圏域を

形成するため、市町間を接続する幹線道路の整備促進等について要望活動等を行います。 
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① 道路インフラ整備に関する要望活動等 

事業名 道路インフラ整備促進要望活動事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

八溝山周辺地域定住自立圏内の主要な幹線道路の整備について、国・県等関係機

関に対し連携して要望活動を行う。 

〇交通ネットワーク調査報告書に記載した整備要望主要 16 路線の整備について、

既存の期成同盟会の要望活動と連携した要望活動を展開する。 

事業効果 
圏域内の道路ネットワークが整備されることにより、移動時間の短縮が図られ、

日常生活の利便性の向上や産業振興などが期待できる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 事業の進捗状況により、協議によって決定する。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

栃木県・福島県・茨城県

に対する要望書の提出 
－ 

要望書の提出 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 
今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 
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ウ 圏域内の交流促進  

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

※１那珂川あゆ街道 栃木県地域のおいしい「食」と景観や文化等の地域資源とを結び付け、設定している「とちぎ食

の回廊」の中の街道の一つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の資源を活かしたイベント等を連携して開催し、圏域住民の交流を促進するとともに、圏域内

において、情報の共有に努めます。 

 また、地域によっては、滞在型・体験型観光を促進するとともにグリーンツーリズムを推進し、地

域経済の活性化につなげます。 

 各市町が取り組む結婚支援事業について、情報交換を行い、様々な角度から考察し、その地域に適

した事業を展開していきます。 

 

那珂川あゆ街道イベント 結婚支援事業イベント 

圏域内には数多くの温泉が湧出し、歴史的文化資源、様々な農林水産物・加工品などの地域資源が

あり、その地域資源をＰＲするためのイベント等を各市町で開催しています。 

 また、那珂川あゆ街道※１など他自治体と連携、協力したイベントを開催し、交流が図られています

が、圏域全体となると、県境を越えた交流が図られていないというのが現状です。 

圏域内に数多く点在する地域資源を活かし、地域経済の活性化に寄与するためには、各市町との協

調によるネットワークの強化が必要です。 

圏域内には結婚適齢期（25 歳～39 歳）を迎えている男女が約 46,000 人いますが、全体の 42.8％に

あたる約 19,700 人が未婚であるというデータがあり、（平成 27 年国勢調査）人口減少・少子化の一

つの要因となっています。その対策として、多くの市町で様々な結婚支援事業を実施していますが、

期待されている効果が発揮されていないというのが現状です。 

 

道の駅 那須与一の郷 

婚活パーティー（結婚支援事業） 

ビジネスマッチ大田原 
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① 交流イベントの開催等 

事業名 交流イベント実施事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

地域の資源を活かした交流イベントを開催するとともに、各市町等が開催するイ

ベントへの出展や情報発信を行う。 

○企業交流会（合同就職相談会を含む）の開催 

○ＰＲに必要な備品等の購入 

事業効果 圏域内外の交流人口の増加、地域経済の活性化が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

企業交流会の開催 ― 累計 4 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 本事業に協力するとともに、経費の一部を負担する。 

事業名 結婚促進対策事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

各自治体がこれまで取り組んできた結婚促進施策の情報共有等を行い、成婚につ

ながる有効な結婚促進事業を展開する。 

○企業、ＮＰＯ法人、行政が一体となった結婚促進事業の実施 

○結婚相談事業、コミュニケーション能力向上講座、結婚セミナー等の開催 

○結婚促進施策に関する意見交換、研修会等 

○広域的な出会いイベントの開催 

事業効果 

結婚促進施策に取り組むことにより、１組でも多くの成婚数を実現させることで

圏域内の人口減少・少子化対策につなげるとともに、結婚促進事業の実施を通して、

地域活性化が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

11,753 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 11,753 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

広域結婚促進イベントカ

ップリング数 
24 組（平成 29 年度） 累計 70 組（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 本事業に協力するとともに、経費の一部を負担する。 
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事業名 グリーンツーリズム推進事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

滞在型・体験型観光を促進するとともにグリーンツーリズム事業を活用し、圏域

の魅力アップを図り、圏域内住民のみならず、圏域外からも人を呼び込み交流人口

の増加につなげる。 

○農家民泊受入農家の確保 

○グリーンツーリズムプロモーション事業 

事業効果 

圏域内の自然、文化、生活などの地域資源を活用した体験交流事業を行うことに

より、農林業を媒体とした圏域内の交流を進めるとともに、都会から人を呼び込む

ことで、農業、農村の活性化を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

2,650 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 2,650 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

圏域内農家民泊受入農家

軒数 
127 軒（平成 29 年度） 150 軒（平成 35 年度） 

中心市の役割 今後の協議により役割分担等を決定する。 

連携市町の役割 

グリーンツーリズム事業 
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エ 文化・芸術等の連携 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 この圏域内には那珂川、箒川、久慈川などの大河川が流れ、古くから人々が生活を営んできた歴

史の証として、様々な古墳、遺跡があり、それらを後世に伝えるための資料館も数多く存在します。 

 また、先人が残した文化財も多く、その保存公開施設も数多く存在します。 

 これらの施設ではその特性を活かして、文化芸術活動の場や鑑賞の機会を設けていますが、今後

はこれらの施設が有機的、効果的に連携できる体制を整備することが課題となっています。 

  

 健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりの一環としてスポーツを楽しむ住民への支援をするた

め、スポーツ教室の開催や指導者の育成に取り組んでいます。また、スポーツ大会も盛んに行われ

ている圏域ですが、時期が重なることで参加者が分散してしまうといった課題もあります。 

圏域内に数多く存在する地域文化遺産、またそれらを保存公開する施設の有機的、効果的な連携

に取り組みます。 

 また、それらの地域文化遺産を観光資源として発信し、地域経済の活性化を図ります。 

 

 スポーツ教室の開催、指導者の育成については、スケールメリットを活かし、著名な指導者を招

聘することで、参加者の増加、技術等の底上げを図るとともに競技人口が少ないスポーツ教室の開

催にも取り組みます。 

 そのほか、マラソン大会やゴルフ大会などスポーツイベントを効果的に開催し、参加者の増加、

地域の活性化を目指します。 

那珂川、箒川（大田原市） 久慈川（大子町） 大田原マラソン大会 
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① 歴史・芸術・文化企画展の開催等 

事業名 歴史・文化・芸術企画展等実施事業 

関係市町名 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙町 

事業概要 

圏域内の文化施設等において、魅力あるイベント、企画展等の開催に連携して取

り組むとともに広く情報発信を行う。 

○なす風土記の丘特別展開催事業 

○八溝山が結ぶ地域の歴史・文化展の開催 

〇圏域内歴史文化イベントガイドの発行 

○那須地区文化協会が実施する事業 

○那須野が原ハーモニーホール管理運営 

事業効果 
住民が身近に文化・芸術に触れることができる機会の充実を図ることができる。 

また、文化施設等への来訪者の増加が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

257,741 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 257,741 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

関係市町共同企画展開催

回数 
1 回（平成 30 年度） 累計 5 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 事業の開催等に協力するとともに、経費の一部を負担する。 

※既存の那須地区文化協会の事業及び負担金については、別に協議する。 

那珂川町なす風土記の丘資料館 大田原市なす風土記の丘湯津上資料館 

広重美術館（那珂川町） 那須野が原ハーモニーホール 

ふれあいの丘 

（大田原市） 
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② スポーツイベントの開催 

事業名 スポーツイベント等実施事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

スポーツ活動を通し、圏域内の交流を図るとともに、圏域内に存在する有数のス

ポーツ施設等を活用し、各種スポーツイベントを開催する。 

○プロ選手等によるスポーツ教室の開催 

○圏域内スポーツ交流大会の開催 

○圏域内マラソン大会参加者記念品の配布 

○圏域内サイクリングマップの作成に関する事業 

○那須地区体育協会が実施する事業 

○体育施設の改修 

事業効果 

スポーツ活動により健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりの原動力となる。 

 また、圏域内で交流を図ることにより、圏域内チームでの試合等のマッチングの

機会となり、交流人口増につながる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

11,426 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 11,426 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

スポーツ教室参加者数 
1,070 人 

（平成 29 年度） 

累計 5,000 人 

（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 事業の開催等に協力するとともに、経費の一部を負担する。 

マラソン大会参加者記念品配布 古希・還暦野球大会 真中満氏による野球教室 

ミニバスケットボール交流大会 剣道教室 HONDA 女子ソフトボールチーム

によるソフトボール教室 
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（３） 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 

ア 人材育成 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

 

 

共通する課題など、必要性の高い合同研修会等を実施することで、圏域内市町職員の意識改革を啓

発するとともに、構成市町の職員間における連帯意識を醸成し、職員同士の交流を通して相互理解を

深め、資質の向上につなげます。 

 

圏域内市町においては、行政改革等の実施により職員数の削減が進んでおり、さらに今日の社会経

済情勢の変化に伴い、行政需要はますます多様化・高度化し自治体を取り巻く環境は急速に変化して

います。それらの環境に的確に対応し、さらなる職員の意識変革と資質の向上が求められています。 

また、人材育成のための施策は各市町で異なりますが、職員は重要な行政資源であることに変わり

なく、職員一人ひとりの活躍、すなわち能力の発揮が自治体としての機能維持及び良質な行政サービ

スにつながることは共通認識であります。 

市町職員研修（メンタルヘルス研修） 
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① 合同の職員研修会の実施 

事業名 職員研修実施事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

圏域内の自治体間で共通した課題について、専門的な知識、技能等を習得するた

めに市町職員を対象とした合同の研修会を開催する。 

〇水道事業における職員の研修・交流による技術力の確保 

〇職責や年代別の職員研修会の開催 

事業効果 
研修会を通じて職員の資質向上が図られ、圏域市町職員の連携強化が期待でき

る。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

500 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 500 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

研修会開催回数 1 回（平成 30 年度） 累計 10 回 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 研修会に職員を参加させるとともに、経費の一部を負担する。 

② 職員の人事交流の実施 

事業名 職員交流実施事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 
地方公務員法第３９条に基づく職員研修と位置付け、大田原市と連携市町との人

事交流のみならず、連携市町間の人事交流も視野に幅広い人事交流を行う。 

事業効果 
職員が同一又は類似の問題意識をもつ他の市町の職務を通し、視野を広げ、相互

の先進知識を吸収し、適切な識見の養成に資することができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

12,969 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 12,969 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

交流職員数 2 人（平成 30 年度） 累計 6 人（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業を総括する。※派遣に際し、必要な事項は要綱で定める。 

連携市町の役割 大田原市及び他の市町と協議の上、人事交流を行う。 
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イ 外部からの人材確保 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同クラウドシステム研究会 地域おこし協力隊員（大田原市） 

 人口減少と少子化・高齢化の進展に伴い、結婚・出産、子育て支援、定住促進、雇用創出、地域

活性化など地方自治体が取り組むべき課題は山積しています。 

 このような中、地域活性化の取組に関する知見やノウハウを有する地域外の人材を積極的に招聘

し、活用する国の制度として、「地域おこし協力隊」や「外部専門家招へい事業」など様々なメニュ

ーがあり、既に圏域内で活用している市町もあります。 

圏域内の様々な資源等を活用するため、外部人材についての情報共有、意見交換を行い、積極的な

招聘・登用を図ります。 
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① 外部からの人材確保 

事業名 外部人材等派遣事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

高度な知識・技能を有する専門家の派遣を受け、市町職員や圏域内住民を対象と

した研修会等を開催する。 

〇環境講演会実施事業 

  地球温暖化問題や生物多様化など、環境に関する講演会の実施 

○総務省ＩＣＴ地域マネージャー派遣事業の活用 

  社会保障・税番号制度を見据えた研修会の実施 

○総務省地域人材ネットの活用 

  地域の魅力向上に向けた研修会の実施 

事業効果 
高度な知識・技能を有する専門家を招聘し、専門的な立場からの助言や情報提供

を受けることにより、自治体業務の効率化、経費の削減を図ることができる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

市町職員や圏域内住民を

対象とした研修会等の開

催回数 

0 回 累計 10 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 担当者を研修会等に参加させるとともに、経費の一部を負担する。 

※各市町が実施する専門家派遣事業等に係る経費は、各市町で負担する。 
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ウ コンピュータシステムの共同利用等 

 

○現状と課題 

 

○取組方針 

 

 

 

 

圏域内におけるコンピュータシステムの整備状況は、各市町において構築されており、市町間にお

いて情報共有、意見交換が行われていないのが現状です。 

今後は、圏域内住民の利便性の向上を図るため、一自治体のみで完結するのではなく、自治体クラ

ウド、社会保障・税番号制度、中小規模自治体向けのパッケージ型クラウドシステム、ＡＳＰサービ

ス等の圏域内のコンピュータシステムの共同利用等について検討する必要があります。 

圏域内において、ＩＣＴアドバイザー等を活用し、自治体クラウド、社会保障・税番号制度、Ｉ

ＣＴ調達コスト削減等について研修会を実施するとともに、コンピュータシステム等の共同利用に

向けて、情報の共有化に努め、調査研究等に取り組みます。 
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① コンピュータシステムの共同利用等 

事業名 共同クラウドシステムの研究 

関係市町名 全市町 

事業概要 
クラウド型システムの構築（導入）について研究会を開催する。 

※外部からの人材確保 総務省ＩＣＴ地域マネージャー派遣事業と一部重複する。 

事業効果 
クラウド型システムの構築（導入）に伴う、経費削減、運用管理負担減、災害

時バックアップ機能等について、担当者の知識向上が図られる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

136 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 136 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

研究会開催回数 1 回（平成 30 年度） 累計 5 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 担当者を研修会等に参加させるとともに、経費の一部を負担する。 

 

 

事業名 八溝山 Wi－Fi アクセスポイント整備に向けた研究事業 

関係市町名 全市町 

事業概要 

整備実現に向けた課題整理や機器の性能等についての調査・研究 

〇携帯電話不通話エリアへのフリーWi-Fi の整備について 

〇圏域内共通 SSID で接続可能な Wi-Fi アクセスポイントの整備について 

〇観光情報の提供や道路状況の監視を目的としたカメラの整備について 

事業効果 
八溝山中や周辺の携帯電話不通話エリアの解消、AR 技術等を活用した観光情報

の提供が可能になる。 

事業費見込額 

（千円） 

H31（2019） H32（2020） H33(2021) H34（2022） H35（2023） 合 計 

0 H32 以降の事業費は、毎年度の予算で定める。 0 

事業の目標 

（指標） 

指標名 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 

研究会開催回数 0 回 累計 10 回（平成 35 年度） 

中心市の役割 本事業の全般を総括する。 

連携市町の役割 担当者を研修会等に参加させるとともに、経費の一部を負担する。 
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Ⅵ．八溝山周辺地域定住自立圏の取組（資料編） 
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Ⅵ．八溝山周辺地域定住自立圏の取組（資料編） 

 

(1)八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン策定の主な経緯 

年 月 日 内  容 

平成２３（２０１１）年  

    １０月１４日  定住自立圏に関する勉強会（総務省による講演等） 

平成２４（２０１２）年  

      １月５日  八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会の設立、第１回研究会 

２月２０日  第２回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会 

５月１０日  第３回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会 

６月２６日  第１回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会分科会 

     ７月３０日  第２回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会分科会 

９月４日  第３回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会分科会 

１０月１２日  分科会座長会議 

１０月２２日～２３日  第４回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会分科会 

１１月１９日～２０日  第５回八溝山周辺地域定住自立圏構想研究会分科会 

平成２５（２０１３）年  

     １月２１日  関係副市町長会議 

１月２８日  関係市町長会議 

３月４日  中心市宣言 

４月１２日  担当部課長会議 

５月１日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会の設立 

７月８日～１６日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 平成２５年度第１回部会 

８月５日～７日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 平成２５年度第２回部会 

９月１９日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会（持回り） 

９月２７日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会連絡調整会議 

１０月３日～８日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会（持回り） 

１０月２２日～２４日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 平成２５年度第３回部会 

１２月３日～１９日  

八溝山周辺地域定住自立圏形成協定の締結に関する議決 

大田原市１２月１９日 、 那須塩原市１２月１８日 

那 須 町１２月 ２日 、 那珂川町１２月 ６日 

棚 倉 町１２月１１日 、 矢 祭 町１２月１３日 

塙 町１２月１７日 、 大 子 町１２月１２日 

平成２６（２０１４）年  

     １月２７日  八溝山周辺地域定住自立圏形成協定合同調印式 

     ４月１１日  平成２６年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

６月１８日  平成２６年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 
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年 月 日 内  容 

平成２６（２０１４）年  

６月２５日  平成２６年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

６月２７日～７月 ３日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 平成２６年度第１回部会 

８月 ７日  平成２６年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

１０月 ２日  平成２６年度第３回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

１０月２４日  
八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会連絡調整会議 

平成２６年度第３回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

１０月３０日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 

１０月３０日  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン策定 

平成２７（２０１５）年  

４月１５日  平成２７年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

５月１９日～５月２８日  平成２７年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

７月 ２日  平成２７年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

７月１３日～７月１６日  平成２７年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

７月２４日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会連絡調整会議 

１０月 ８日  平成２７年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

１０月２６日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 

１０月２６日  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン変更（平成２７年度版） 

平成２８（２０１６）年  

４月２０日  平成２８年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

６月２９日～７月１２日   平成２８年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

７月１４日  平成２８年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

９月２１日～２８日  平成２８年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

９月２９日  平成２８年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

１０月７日  
八溝山周辺地域定住自立圏連絡調整会 

平成２８年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

１０月２８日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 

１０月２８日  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン変更（平成２８年度版） 

平成２９（２０１７）年  

４月２０日  平成２９年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

６月２１日～７月７日  平成２９年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

７月２０日  平成２９年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

 平成２９年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

９月２１日  平成２９年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 
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年 月 日 内  容 

平成２９（２０１７）年  

１０月１２日  
八溝山周辺地域定住自立圏連絡調整会 

平成２９年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

１０月２７日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 

１０月２７日  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン変更（平成２９年度版） 

平成３０（２０１８）年  

４月２４日  平成３０年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

５月１８日～  平成３０年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 各部会 

１０月 ２日  平成３０年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

１０月１１日  
八溝山周辺地域定住自立圏連絡調整会 

平成３０年度第２回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

１１月 ７日  八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会 

１１月 ７日  八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン変更（平成３０年度版） 

平成３１（２０１９）年  

２月１９日 平成３０年度第１回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

３月２２日 平成３０年度第３回八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会幹事会 

３月末 八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン（第２次）策定 

八溝山周辺地域定住自立圏形成協定 

合同調印式 

八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 
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(2) 八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会運営要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン（以下「共生ビジョン」という。）の策定又は

変更その他八溝山周辺地域定住自立圏の推進に関し、必要な検討を行うため、大田原市附属機関設置条例（平

成２５年条例第２４号）第２条の規定に基づき設置された、八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会

（以下「懇談会」という。）の組織、運営その他必要な事項について定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

⑴ 八溝山周辺地域定住自立圏 定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日総務省総行応第３９号

総務事務官通知。以下「要綱」という。）の規定に基づき、中心市宣言を行った大田原市並びに大田原市

と連携の意思を有する那須塩原市、那須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙町及び大子町の圏域をいう。 

⑵ 八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 要綱第６に規定する定住自立圏共生ビジョンをいう。 

（所掌事務） 

第３条 懇談会は、次に掲げる事項について協議する。 

⑴ 共生ビジョンの策定又は変更に関すること。 

⑵ その他八溝山周辺地域定住自立圏の推進に関すること。 

（組織） 

第４条 懇談会は、委員２４人以内で組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

⑴ 識見を有する者 

⑵ 八溝山周辺地域定住自立圏形成に関する協定書に掲げられた政策分野の関係者 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第６条 懇談会に会長及び副会長を置き、それぞれ委員の互選により選出する。 

２ 会長は、会務を総理し、懇談会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第７条 懇談会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第８条 懇談会の庶務は、総合政策部政策推進課において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則
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（施行期日） 

１ この要綱は、平成２６年１月１日から施行する。 

（会議の招集） 

２ この要綱の施行後初めて開かれる会議は、第７条第１項の規定にかかわらず、市長が招集する。 

（最初に委嘱又は任命される委員の任期の特例） 

３ この要綱の施行日以後最初に委嘱又は任命される委員の任期は、第５条第１項本文の規定にかかわらず、

平成２８年３月３１日までとする。  
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(3) 八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会委員名簿 

 

№ 市町名 氏 名 分野 備考 

１ 大田原市 小林 雅彦 福祉  

２ 大田原市 白石  悟 医療  

３ 大田原市 磯  政裕 医療  

４ 大田原市 森田 正美 産業  

５ 大田原市 玉木  茂 産業  

６ 大田原市 岡野 繁雄 産業  

７ 大田原市 菊地 秀俊 産業  

８ 大田原市 吉岡 博美 産業  

９ 大田原市 佐藤 富夫 自治会  

１０ 那須塩原市 荻原 正寿 産業  

１１ 那須塩原市 村山  茂 産業  

１２ 那須町 鈴木 友実 自治会  

１３ 那須町 廣川 琢哉 産業  

１４ 那珂川町 矢内  修 福祉  

１５ 那珂川町 佐藤 良美 産業  

１６ 棚倉町 大野 和男 産業  

１７ 棚倉町 松下 久之 産業  

１８ 矢祭町 尾亦 正光 産業  

１９ 矢祭町 押田 洋平 産業  

２０ 塙 町 鈴木 雅人 産業  

２１ 塙 町 本多 幸雄 産業  

２２ 大子町 大藤 博文 産業  

２３ 大子町 石井 隆之 産業  

（委嘱期間：平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日） 
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平成３１（２０１９）年３月策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             〒324-8641 

            栃木県大田原市本町１丁目４番１号 
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            FAX：0287-23-8748 
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